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紙製品の

 

各 位 

平成２１年１２月２１日 

                             三菱製紙株式会社 

ＷＷＦジャパン基準による環境・社会適性を確認 

～ 第三者機関によるＷＷＦジャパン「林産物調達チェックリスト」監査で確認 ～ 

 

三菱製紙株式会社は、かねてよりＷＷＦジャパン「林産物調達チェックリスト」を用いて、自

社紙製品が森林環境や地域社会に過大な負担をかけていないかどうかを評価してまいりました。 

このたび、グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ）の商品データベース「エコ商品ねっと」に記載

する自社製品の評価内容について、第三者機関（アミタ株式会社）の監査を受けた結果、適切で

あることが確認されました。 

 

「林産物調達チェックリスト」は、ＷＷＦジャパンにより開発された方法です。原産地までの

“トレーサビリティ”と“森林管理の適切性”を確認し、最終的に製品が“S､A､B､C､D､E のグレ

ード”で評価されます。 

このチェックリストを利用することにより、環境・社会的にリスクの高い原料を排除する仕組

みが構築でき、生物多様性に配慮した企業活動のひとつが実践されることとなります。 

 

今回は、当社がＧＰＮ「エコ商品ねっと」に登録している製品のうち、複写用ノーカーボン紙

（５銘柄）について監査を受けました。この結果、対象製品について、全て“B グレード(60～

79 点/100 点)”の評価を受けました。なお、「エコ商品ねっと」にはＦＳＣ森林認証紙も登録さ

れておりますが、ＦＳＣ認証製品はＦＳＣの規格に基づいて第三者機関が環境・社会適性を確認

しているため、今回の対象には含まれておりません。 

 

この「林産物調達チェックリスト」評価の第三者監査を受け、その評価内容が適正であること

の確認を受けたのは日本で初めてです。なお、同データベース「エコ商品ねっと」記載の「原料

における配慮」についても同時に監査を受け、同様に記載内容が確認されました。 

 

（参考事項） 

ＷＷＦは、世界約 100 カ国で活動している世界最大級の自然保護ＮＧＯ(非政府組織)です。1961

年にスイスで設立され、現在は、森や海などの生物多様性を保全すること、木材や魚介類など、自然

資源の利用を持続可能なものにすること、地球温暖化を防ぐことに力を注いでいます。 

 ＷＷＦジャパンは 1971 年に設立され、ネットワークに呼応して、石垣島白保のサンゴ礁を始めと

する南西諸島の自然保護、各地の干潟の保全、海洋管理協議会(ＭＳＣ)の国内導入と普及、地球温暖

化防止、ワシントン条約に関連する政策提言などに注力しています。森林保護事業としては、森林認

証制度(ＦＳＣ)の国内導入と普及、責任ある林産物の購入、インドネシアとロシアの森林保全を進め

ています。 

以 上 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

  三菱製紙株式会社  ＣＳＲ推進室長  桂  徹 

電話：０３－３２１３－３７６３ 
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